
廃炉中長期実行プラン2023

2022（実績） 2023 2024 2025 2028 2034

１～3号
R/B

1～4号
T/B等

プロセス
主建屋、
高温焼却炉

建屋

処
理
水
対
策

汚
染
水
対
策

年度

RMマイルストーン

汚染水発生量

建
屋
内
滞
留
水

溜まり水対策

処理水対策

海洋放出設備
準備 設置

タンク内未処理水（上澄み水）の処理方法検討

陸側遮水壁内側敷地舗装（山側）

試験的先行処理

床面露出に向けた水位低下

注：今後の検討に応じて、記載内容には変更があり得る

構内溜まり水の除去

汚染水発生量を100m3/日以下に抑制（2025年内）
原子炉建屋滞留水を2020年末の半分程度に低減（2022年度～2024年度）

代替タンク

地下水バイパス／サブドレン／陸側遮水壁 維持管理運転

ゼオライト土嚢等の対策
製作・設置

設計 製作・設置

屋根破損部補修（1号機R/B大型カバー設置も含む）

回収

燃料デブリ取り出しの段階に合わせて必要な対策を実施

α核種除去設備
製作・設置設計

運用

床面スラッジ等の回収装置製作・設置・回収床面スラッジ等の回収方法検討

＜凡例＞

：工程間の関連

：作業の期間

：変更が見込まれる期間

：追加した工程

：変更した工程

：実施を取り止めた工程

局所的な建屋止水
5,6号機（4号機）

タンク内未処理水（上澄み水）の処理

3号機

海域モニタリング

運用

半減に向けた水位低下

設計

1号機燃料取り出し開始（2027～2028年度）

1,2号機

汚染水発生量を50～70m3/日程度に抑制（2028年度末）

未調査箇所トレンチ溜まり水調査・除去

地下貯水槽 解体撤去
概念検討 設計・撤去

2023年3月完了
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廃炉中長期実行プラン2023

2022（実績） 2023 2024 2025 2028 2034年度

汚染水発生量を100m3/日以下に抑制（2025年内）

プ
ー

ル
燃
料
取
り
出
し

共用プール
キャスク

RMマイルストーン

1号機

2号機

3～6号機

4号高線量機器取り出し・大型機器の取り出し準備・プール水抜き

既設サイトバンカ高線量機器受入

3号高線量機器取り出し・プール水抜き

燃料取り出し用構台・開口設置

大型カバー設置

オペフロ除染・遮へい

2号燃料受入

注：今後の検討に応じて、記載内容には変更があり得る

共用プール燃料搬出・高台での乾式保管

5号燃料取り出し

燃料取り出し

6号燃料受入

燃料取り出し

高線量機器取り出し・プール水抜き

1号燃料受入

共用プール空き容量確保（増設仮保管設備受入）

5号燃料受入

燃取設備 検討・設計・製作・試験

ヤード整備・地盤改良等

燃取設備 検討・設計・製作・試験

1号機大型カバーの設置完了（2023年度頃）

ウェルプラグ処置

1号機燃料取り出し開始（2027～2028年度）

燃料取り出し完了（2031年内）2号機燃料取り出し開始（2024～2026年度）

ガレキ・天井クレーン等撤去

燃取設備等設置

6号燃料取り出し

共用プール空き容量確保（既設仮保管設備受入）

共用プール燃料用乾式保管設備 検討（金属又はコンクリートキャスク）・設計・設置工事

燃取設備設置等

乾式キャスク 製作

増設仮保管設備（1～6号機用）

オペフロ除染・遮へい

新設サイトバンカ（高線量機器等保管施設） 検討・設計・設置

＜凡例＞

：工程間の関連

：作業の期間

：変更が見込まれる期間

：追加した工程

：変更した工程

：実施を取り止めた工程

高線量機器取り出し・プール水抜き

2022年4月完了

2023年3月開始

2022年8月開始
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廃炉中長期実行プラン2023

2022（実績） 2023 2024 2025 2028 2034年度

汚染水発生量を100m3/日以下に抑制（2025年内）

試験的
取り出し
(2号機)

段階的な
取り出し

規模の拡大
(2号機)

取り出し規模の
更なる拡大
(1/3号機)

水素滞留対策

燃
料
デ
ブ
リ
取
り
出
し

RMマイルストーン

水素滞留箇所の調査・検討・作業

1号機PCV内部調査

注：今後の検討に応じて、記載内容には変更があり得る

試験的取り出し

内部調査

燃料デブリの性状分析

建屋内環境改善

調査・取出装置 製作・設置

安全システム運用変更

開口部干渉物撤去

初号機の燃料デブリ取り出し開始（2021年内）

燃料デブリ取出設備／安全システム／燃料デブリ保管施設／メンテナンス設備／訓練施設等 ※
概念検討 設計

※ 3号機を先行して検討を進め、1号機に展開することを想定

3号機PCV内部調査

1号機 建屋内外環境改善

建屋外：変圧器撤去 等

建屋内：線量低減／干渉物撤去 等

3号機 建屋内外環境改善 建屋内：線量低減／干渉物撤去 等

3・4号機排気筒撤去

PCV水位低下

変圧器撤去

燃料デブリ取り出し（段階的な取り出し規模の拡大）

燃料デブリ保管施設／メンテナンス設備 設計・製作・設置

燃料デブリ取出設備
設計・製作 設置

安全システム 設計・製作・設置

燃料デブリの性状分析

建屋内環境改善

※ 新型コロナウイルス感染拡大の影響で1年程度遅延する見込み

加えて、試験的取り出し作業（内部調査・デブリ採取）の安全性と確実性を高めるために、

更に1年から1年半程度の準備期間を追加

※ 2号機の取り出し規模の更なる拡大は、試験的取り出し、段階的な取り出し規模の拡大等を踏まえ今後検討
RPV内部調査

現場適用性検証・開発
（遠隔据付、ダスト拡散抑制等）

1,2号機SGTS配管撤去

1・2号機排気筒下部撤去

気中調査

＜凡例＞

：工程間の関連

：作業の期間

：変更が見込まれる期間

：追加した工程

：変更した工程

：実施を取り止めた工程

準備（製作、設置場所周辺の環境整備、設置等）

燃料デブリ取り出し

水中調査

2023年3月完了

調査結果の評価・対策の検討
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廃炉中長期実行プラン2023

2022（実績） 2023 2024 2025 2028 2034年度

汚染水発生量を100m3/日以下に抑制（2025年内）

廃
棄
物
対
策

RMマイルストーン

ガレキ等

水処理
二次廃棄物

その他

そ
の
他

自然災害対策

分析施設

水処理二次廃棄物の処理技術オプションの検討等

中長期的な分析体制等の構築

中長期的な保管方法等の検討

HICスラリー移替え

溶融設備 設計・製作・設置

総合分析施設
設計 設置

建屋健全性評価検討

排水路整備

日本海溝津波防潮堤設置

ガレキ等の屋外一時保管解消（2028年度内）

減容処理設備 一時保管分の減容処理

固体廃棄物貯蔵庫 第10,11棟 受入

吸着塔類の移動

スラリー安定化処理

固体廃棄物貯蔵庫 第10,11棟 設置工事

増設雑固体廃棄物焼却設備 一時保管分の焼却処理

スラリー安定化処理設備
設置検討・設計

除染装置スラッジ移送設備 検討・設計・製作・設置・移送

注：今後の検討に応じて、記載内容には変更があり得る

以降、確立した評価方法により調査・評価を継続

減容処理設備 設置工事

バイオアッセイ分析施設
設計 設置

大型廃棄物保管庫 第1棟 設置工事

廃棄物管理の適正化

適切な保管状態へ移行

管理対象区域内の企業棟整備（計画的に順次整備する）

バイオアッセイ分析機能の設計を総合分析施設に反映

タンク内未処理水（スラリー）の処理方法検討 タンク内未処理水（スラリー）の処理

※ 2030年度迄に固体廃棄物貯蔵庫を追設するための検討を行う

＜凡例＞

：工程間の関連

：作業の期間

：変更が見込まれる期間

：追加した工程

：変更した工程

：実施を取り止めた工程

2023年3月完了
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